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(1) 
我が国の学校吹奏楽 (スク ールバ ン ド) は、 その質と量の両面において世界のト ッ プク ラスであると言っても過言では
ないであろう。 その活動状況は一見、 隆盛のよう に見て取れる。 しかし、 内実はどう であろうか? 我々は、 吹奏楽部が
多 く の課題や問題を抱えているのではないかと肌で感じている。 例えば、 先の教育課程の改訂 (第 8 次) を受けて学力重
視が強調され、 あるいは、 いじめや体罰問題な どで、 部活動がやり にく く なったという声をよ く耳にする。 学校業務が多
忙を極め、 部活指導どこ ろではないという指導者も多 く 存在しているはずである。 他方、 生徒たちは楽器を演奏すること
が大好きであり、 さらなる活動の広がり を求めている。 つまり、 指導者と生徒たちとの間には大きな矛盾関係が存在して
いるのではないかと我々は実感している。
そこで、 中学校と高校を中心と して、 吹奏楽部の活動状況の実態調査(アンケート調査) に着手するこ と と した。 その
目的は、 「学校吹奏楽部の望ま しい姿、 標準的な姿」 という のは、 どう いう ものであるのか? そもそも、 そう いう 標準
的なものが存在しう るのであろう か? という疑問を解決することであった。 アンケート の質問を考える前提と して我々
は、 次の6 つの柱立てをした。 それらは、 「人、 物、 金、 場所、 技術、 組織」 である。 アンケートは全国各地の吹奏楽指
導に関わる友人を中心と して、 吹奏楽連盟関係者などに約450通を郵送し、171の回答を得た。
今回は一連の研究の端緒と して、 当調査の前提と して設定した 「基本データについて」 に関して集計し、 考察を試みた。 
その結果、 回答者の地域 ・ 性別 ・ 年齢などに偏りがな く 、 調査の前提と して妥当であったこ とが確認された。 「基本デー
タについて」 の最後の項目 「( 8 ) 吹奏楽部の活動の目的について」 において、 自由記述により回答をいただいた。 それ
らをKJ 法の手法により仕分けした結果、 多 く の指導者が人格形成や社会性の育成などを活動の目的と して重要視してい
るこ とが明らかと なった。 
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はじめに
我が国の学校吹奏楽部の活動は、 グローバルな視点か
ら見て、 大変盛んであるといえる。 ほと んどの中 ・ 高等
学校 (以下、 中 ・ 高校と略す) に部活動と して吹奏楽部
が存在し、 多 く の学校において校内の部活の中で最大の
部員数を有するのが吹奏楽部であるという事実が、 それ
を物語っている。 それらほと んどの吹奏楽部が、 全日本
吹奏楽連盟主催の吹奏楽コ ンクールに参加している。 そ
のコ ンク ールの全国大会のチケ ッ ト を手に入れるのは、
今や、 至難の業である。 はたまた、 『ブラバン甲子園』
というCD がベスト セラーになり、 報道紙面を賑わした
り も している。
しかし一方で、 吹奏楽活動がやりにく く なった、 とい
う声もよ く耳にする。 その理由は、 いく つか考えられよ
う。 例えば、 教育課程が改訂され、 学力重視が打ち出さ
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れたことによる芸術軽視 ・ 部活軽視、 昨今のいじめ ・ 体
罰問題の影響による部活動自粛、 何より学校業務が多忙
を極め、 教師が部活に関われる時間が減ってしまってい
るこ と、 な どである。
このよう に、 吹奏楽部の活動の過熱と鎮静の両極化が
進みつつあるのではないかと我々は考えている。 全国津々
浦々、 ほと んどの中 ・ 高校が全日本吹奏楽連盟(以下、
吹連と略す) 主催の吹奏楽コ ンクールに参加 ・ 出場して
いる。 しかし、 代表になる学校は毎年、 ほぼ決まってい
る。 周囲の期待を受けて出場するも、 なかなか結果を得
るこ とができず、 自信をなく しつつある指導者も多 く存
在しているのではないだろう か? そう した厳しい状況
が学校吹奏楽部の活動の両極化に拍車をかけていると言っ
ても過言ではないであろう 。
昭和30~ 40年代、 あれほど盛んであった合唱部が、 現
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在、 ほとんどの学校に存在すら していないという現実を、
我々、 吹奏楽関係者は真摯に受け止めなければならない
と考える。 「ピーク化すると、 やがて沈静化する」 とい
う のは、 物事の本質であるといえる。 吹奏楽部がそう な
らないこ と を切に願っている。 「 コ ンク ールが吹奏楽活
動を活発化し、 逆に沈静化させる」 こ ともある。 我々は、
加熱し過ぎるこ と を大変、 危惧 している。 それは、 やが
て右肩下がり の現象が起こ り かねないからである。
そう した問題意識のもと、 我々は、 学校吹奏楽が抱え
る諸問題 ・ 諸課題について、 ア ンケート調査により明ら
かにしよう と考えた。 華やかな全国大会の陰で、 日々、
バンド指導に苦しんでおられる先生方が多 く 存在してい
るのではないか? 苦しい部活指導を止めるこ となく 続
けておられる先生方の、 生徒や音楽にかける思いは相当
なものであるはずである。 そう したバン ド指導や活動の
実態について、 アンケート を通して事実認識を深め、 そ
れを踏まえて、 望ましい吹奏楽部の活動のあり方(「吹
奏楽部の標準化」) を模索して行きたいと、 我々は考え
ている。 最終的には、 学校吹奏楽部を診断するための
「吹奏楽部用レーダーチ ャート」 の作成を目論んでいる。 
I アンケートの質問項目の柱立て
あらゆる集団活動の発展を規定する条件と して、 一般
的に言って次の4 つが考えら れる。 それは、 「人、 物、
場所、 金」 である。 共同研究者の一人である竹内は、 こ
れまで40余年間、 バン ド指導に関わってきた。 その経験
の中で、 上記の4 側面をいつも意識しながらバン ド指導
に携わってきたといえる。
今回、 アンケート の質問項目を考えるにあたり、 まず
は大きな柱を立てるこ とにした。 その際、 上記の4 側面
を基本と して、 さらに柱立てを考え、 次の2 側面を追加
すること と した。 それは、 「技能、 組織 ・ 運営」 である。 
「技能」 に関しては、 アンケート では把握するのが困難
であろう という こ とで、 練習時に使用している教本や練
習メ ニューについて尋ねるこ と のみにと どめた。
先の4 側面に 「技能、 組織 ・ 運営」 を追加し、 結果と
して 「人、 物、 場所、 金、 技能、 組織」 の6 側面をアン
ケート項目の柱と して設定するに至った。
A. 「人」 は、 主 ・ 副顧問、 外部講師、 生徒、 保護者、
教職員に関わる内容
B. 「物」 は、 楽器 ・ 備品 ・ 楽譜に関わる内容
c . 「場所」 は、 活動の環境のこ とであり、 合奏場、
練習場の数 ・ 音響、 部室 ・ 楽器庫などに関わる内容
D. 「金」 は、 予算のこ とであり、 部費、 後援会費、
校内予算、 経費における生徒負担の割合などに関わる内
容
E. 「技能」 は、 基本技術、 基礎練習、 基礎合奏に関
わる内容
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F. 「組織」 は、 運営(諸係 ・ リ ーダー ・ 自主性の育
成)、 校内環境 (活動時間 ・ ルール ・ 他教職員の協力度) 
な どに関わる内容
(詳し く は、 資料1 「吹奏楽部活動レベル評価項日」
を参照)
資料 1 吹奏楽部活動レベル評価項目
大項目 中項目 通し 番号 小項 目 
評価の規準 (質的) ・ 基 
準 (量的) の作成 
報で 
A 人材 
[ひと] 
1 指導者 
顧問の体制 ( 顧間数、実際に指導全般 を負 える顧問かどうか) 0 
3 楽器毎レソスンを受ける体制と頻度 0 
4 外部講師の適切な活用 0 △ 
2 生徒 
部員数 0 
出席参加状況 0 △ 
基本的生活習慣の確立( 礼儀、服装、マナ )ー 0 
8 コミュニケーン,ン能力 0 
3 保護者 9 保護者の理解と協力 0 
4 教職員 10 他教職員の理解と協力 0 
B 物品 
[もの] 
5.楽器 
必要な種類と本数 0 
質 (適切なグレードの物かどうか) △ 0 
13 メンテナンス状態(管理と ツクアツプ体制) △ 0 
6 備品 14 必要備品の整備 (HD,アンプ,譜面台,録音録画機器,再生オーディオ類等) 0 
7 楽譜 15 適切な管理と購入体制 △ 0 
C 場所 
[ばしよ] 
8 活動環境 
合奏場の広さ・音響 0 △ 
パート練習場の数一 音響 0 △ 
18 部室の広さ・場所(円 な活動に資するかどうか) 0 △ 
19 楽器庫 (管・弦・打楽器の適切な収納場所) 0 
D 資金 
[かね ] 
9 予算 
20 部費徴収規模 0 
後援 (保護者) 会費徴収規模 0 
23 経費における生徒負担の割合 0 
E 技能 
[ わざ] 
10 基礎力 
24 基本技術 ( プレス、ポスチュア、アンブシュア) 0 
25 基礎練習のパターン化 △ 0 
26 基礎合奏のパターン化 △ 0 
F 組織 
[しくみ] 
11 運営 
生徒の役割分担 △ 0 
28 生徒リーダー育成のしくみ 0 
29 △ 0 
30 活動時間 ( 校内ルール) 0 
活動に関する制約事項(休日の扱い、試験等) 0 
校内における部活動位置づけ( 全入・,希望制、部活動数、強化指定の有無) 0 
33 他教職員の理解と協力 0 
II アンケー トの実施
アンケートの実施時期は、 平成25年 7 月20日~ 8 月末
であった。
対象者は、 友人、 その友人、 そして各地の吹連関係者、
小学校の吹奏楽指導者などであった。 アンケート用紙を
配布 したのは、450人程であり、 ア ンケート に応じて返
送してく ださった方は、171名 (小15、 中106、 高50) で
あった。 約38%の回収率という こ とになる。
ア ンケート調査の表紙には、 以下のよう な依頼文と、
基礎データを記載する欄を設けた。
(資料 2 「アンケート調査用紙の表紙の依頼文と基礎
データ」 参照) 
学校吹奏楽部の活動に関する実態調査 ( 1 ) 
資料 2 アンケート調査用紙の表紙の依頼文と基礎データ
学校吹奏楽活動に関する実態調査 (依頼) 
謹啓
盛夏の候、 皆標におかれま しては 々、 こ1青祥のこと と存し上げます,
このたび、 兵庫教育大学大学院竹内研究室におきま して標記の研究に取り組むことといたしま した. 現在
の我が国における与i校吹奏楽活動全般 について、 その実態を捉え、 現場の先生方か直面する課題 を精査し、
その内容を 現場に提供・ 還元すること を目的と した全国エリアでの調査であります,
つきま しては、 こ多忙の折、 大変恐縮でありますが、 本調査に何とそご協力いただきたく 、 ここにお願い
申 し上げる次第です.
この調査でお答えいただいた内容は全て続計的に処理され、 個人および団体が特定されることはありませ
ん, また、 研究日的- 教育目的以外で使用されるこ とは一切ございませんので、 安心してご画答く ださい,
なお、 この質問用紙は 8 月 2 0 日 (火) までにご返送く ださいますよう、 よろ しく お願いいたします,
益白
2013年7月20 日
研究実施責任者 兵庫教育大学大学院 竹 内 俊 一
兵庫教育大学大学院修士課程 本 田 礼
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(返 先 〒673 1494 兵度教育大 竹内 俊一 行)
こ回答いたたく前に、 以下にご記入をお願いいたします. 
■回答者ご氏名 (
■回答者の年齢 20 歳代
■所属学校名 ( 
)
30 歳代 ・ 40 歳代
男性 ・ 女性
50 歳代 ・ 60 歳代
) 学 校
* 回答いたたいた皆 へ、後日、調査研究結果をお送りいたします, 下記に送付用メ ールアドレス
をご記入く たさい。 添付フ ァイルか受信可能なア ド、レスでお願いいた します. 
■メールア ドレス( 
上記の質問についての集計結果は、 以下の通り であった。 
1 ) 男女の別に関する集計結果
今回の調査に応じて く ださ った先生方の男女別につい
て集計してみると、 以下の通り であった(表 1 参照)。
小学校男性= 9 人 (60%)、小学校女性= 6 人 (40%) 
中学校男性= 56人 (52%)、 中学校女性= 50人 (47%)
高校男性= 33人 (66%)、高校女性= 17人 (34%) 
表 1 校種別による男女の数と比率
(小学校関係の数は少な過ぎるので除く と して) 中 ・ 
高校に関して男女比を見てみると、 その比率は、 文科省
の全国的な調査の比率 (平成22年度の中学校における女
性教師の比率は41.1%であり 、 高校では28.6%) ' ) と大
き く 変わらない結果であった。 
2 ) 実態調査にお答えいただく 前に
実態調査にお答え頂く 前に、 資料3 「実態調査注意事
項」 に記載した6 項目を提示した。
資料 3 実態調査注意事項
吹奏楽に関する実態調査 質間紙
管問事項にお答えになる前に、 以下をお読みく ださい
① この質問紙は、 吹奏楽部の主顧問の先生に回答をお願いいたします,
② この質問紙の問いの中には、 正確に答えるのが困難なものもあるかとは思いますが、 ご白身の
お考えで、 できるだけ全問回答をお願いいたします,
③ 回答は全て、 この質問紙に直接ご記入< ださい,
④ 回答は、 選択式のものと記述式のものがあります. 選択式のものは、 特に指定のない限り1 つ
だけ選択し、番号を0 で囲んでく ださい, 記述式のものは、( ) の中に回答を記入してく ださい, 
⑤ 回答後、 この質問紙を同封の封筒に入れ、 ご返送< ださい,
⑥ 回答は、すべて前年度 「H24C2012)年度] の内 t をお答え< ださ い, 
3 ) 基本データ
ア ンケート の質問の最初は 「基本データ」 であった。 
内容は、 資料4 「A 貴校の基本データについて」 の通
り である。
資料 4 A 貴校の基本データについて
A 貴校の基本データについて
( l ) 貴校の所在地
(〒 ) ( 都 道 府 県 市 区 町 村
( 2 ) 公私の別
1. 公 立 2 . 私 立
( 3) 校 種
1 . 小学校 2 . 中学校 3 . 高等学校 4 . 中等教育学使
( 4 ) 学校規模 (前年度 H24 年度)
・全校児直生 数 男子( ) 名 女子 ( ) 名 合計 ( ) 名
設置学科コース (高等学校のみ) ( )
( 5 ) 部活動数 (同好会を含む)
運動系 ( ) 団体 文化系 ( ) 団体 合計 ( ) 団体
( 6 ) 校内の音楽系部活動の種類を、 該当するもの全てに0 を付けてく ださい,
1 . 吹奏楽 2 . 合唱 3 . 弦楽 4 . オーケスlラ 5. 軽音楽 6. その他 ( ) 
( 7 ) 部活動参加の位置付けは次のう ちどれですか,
1. 部活動全員加入を原則とする 2 . 部活動力口入は任意である
( 8 ) 吹奏楽部の活動の目的について、 ご自身のお考えを記入してく ださい,
( ) 
男女 小 % 中 % 高 % 計 % 
男 9 60.0% 56 52.8% 33 66.0% 98 57.3% 
女 6 40 0% 50 47 2% 17 34.0% 73 42.7% 
無回答 0 0.0% 0 00% 0 0.0% 0 0.0% 
計 15 1000% 106 1000% 50 100.0% 171 100.0% 
m 「A 貴校の基本データについて」 の集計結果
( 1 ) 貴校の所在地 (表2 )
今回の調査において依頼先は広範囲に及んだ。 回答
171校の地域と数は、 北海道 ・ 東北37校、 関束62校、 東
海23校、 北陸16校、 関西9 校、 中国 ・ 四国20校、 九州4 
校であった。 
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( 2 ) 公私の別 (表2 )
小学校 ・ 中学校はすべて公立学校、 高等学校は公立37 
校、 私立13校であった。 なお、 私立高校で中高を同一経
営で持つ学校については、 高校の現状について回答を得
ているため、 高校へ分類した。
( 3 ) 校種 (表2 )
小学校15校、 中学校106校、 高等学校50校であった。 
なお、 中高一貫校については、 高校相当学年の現状につ
いて回答を得ているため、 高校へ分類した。 
表 2 回答校所在地と公私立の別、 校種
地域 /校種 小 中 % 公立高 私立高 高計 % 計 
北海道・ 東北 1 6.7% 22 20.8% 11 3 14 28.0% 37 21.6% 
関東 5 33.3% 38 35.8% 17 2 19 38.0% 02 36.3% 
東海 1 6.7% 20 18.9% 1 1 2 4.0% 23 13.5% 
北陸 00% 12 11.3% 4 0 4 8.0% 10 9.4% 
関西 2 13.3% 4 3.8% 2 1 3 6.0% 0 5.3% 
中国・四国 5 33.3% 9 8.5% 2 4 6 12.(Ill 20 11.7% 
九州 1 6.7% 1 0.9% 0 2 2 4.0% 4 2.3% 
計 15 100 100 100.0% 37 13 50 100.0% 171 1000% 
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
 
0
0
 
( l-3)回答団体数(校種・地域別) 
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( 4 ) 学校規模 (表3 )
全校生徒数について、 小学校は最大850人、 最小48人、
平均440.9人であった。 中学校は最大1073人、 最小93人、
平均439.2人であった。 高校は最大1525人、 最小254人、
平均535.1人であった。
回答のあった全校生徒数を学校規模と して把握するた
め、 中 ・ 高校において1 学級40人と仮定し、120人 (学
年 1 学級規模)、240人 (同2 学級規模)、360人 (同3 学
級規模) 、480人 (同 4 学級規模) 、600人 (同 5 学級規模)、
720人 (同6 学級規模)、840人 (同7 学級規模)、960人
表 3 学校規模 (児童 ・ 生徒数) 
(同 8 学級規模) を区切り と して表3 の通り集計した。 
また、 小学校においても便宜上、 こ れを適用した。 
( 5 ) 部活動数 (同好会を含む) (表4 )
各校において設置している部活動数について、 以下の
通り回答を得た (ただし、 小学校については活動の形態
が様々であり、 一概に部活動という く く り方は適当でな
いため、 本項目では集計対象と しないこ と とする)。
中学校運動部については、 回答数104校中、 最大21団
体、 最小5 団体であり、 平均して10.3団体であった。 中
学校文化部については、 最大10団体、 最小1 団体であり、
平均3.5団体であった。
高校運動部については、 回答49校中、 最大24団体、 最
小 6 団体であり、 平均して13.9団体であった。 高校文化
部については、 最大29団体、 最小4 団体、 平均して12.1 
団体であった。 
表 4 部活動数 ・ 中学校文化部分布数
( 6 ) 校内の音楽系部活動の種類を、 該当するものすべ
てに0 を付けてく ださい。(表 5 )
中学校では回答数104校中、 吹奏楽103、 合唱12、 弦楽
1 、 オーケスト ラ1 、 軽音楽0 、 その他7 (総合文化 1 、
和太鼓 2 、 ギタ 3ー 、 箏曲1 ) であった。 高校では回答
表 5 校内の音楽系部活動の種類
校種 回答数 1. 集楽 2 合● 3. 整楽 オーケス 5 軽言楽 6 その他 その他内訳 
申学校 103 12 1 0 7 総合文化1 . 和太 2. ギタ 3ー. 翻 Il l 
高校 40 40 32 1 10 5 和太 3 , e 曲1 , ギタ 1ー 
計 153 152 44 3 10 12 * 複数回答あり 
10001 90.31 28 a l 13% t241 7.81 
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(6) 校内の書集系部活10 の種R
・申学校
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学校吹奏楽部の活動に関する実態調査 ( 1 ) 
数49校中、 吹奏楽49、 合唱32、 弦楽2 、 オーケスト ラ1 、
軽音楽19、 その他5 (和太鼓 3 、 箏曲1 、 ギタ 1ー ) で
あった。 
( 7 ) 部活動参加の位置付けは次のう ち どれですか。 
(表6 )
中学校では無回答を除く104校中、 原則全員加入37校
(35.6%) 、 任意加入67校 (64.4%) であった。 高校では
無回答を除く49校中、 原則全員加入16校 (32.7%) 、 任
意加入33校 (67.3%) であった。 中 ・ 高校いずれも、 概
ね 1 / 3 程度の学校が部活動を原則全員加入、7 割近く
の学校が任意加入と位置付けているこ とがわかる。 
表 6 部活動参加の位置付け
校種 回書数 1. 則全 加 入 2. 任意;l l;l入 3. 集回書 
申学校 106 37 67 2 
高校 50 16 33 1 
計 156 53 100 3 
100.ll% 34.ell e4.1 1.'a 
2013.9.25 在
すべての回答に関して上記の作業を進めて行き、 キー
ワード化し分類した。 キーワー ドの総数は295であった
(回答者は155名であり、 平均すると1 人1.9個の記述数
であった) 。 それらの記述内容を書かれている意味内容
により分類すると、10項目に仕分けするこ とができた。 
その10項目にタイ ト リ ングしたものが以下である。 
項目 1 . 人間 ・ 人格形成、 情操教育
項目 2 . 主体性 ・ 自己実現
項日 3 . 努力 ・ 練習過程
項日 4 . 集団 ・ 協調性、 社会性
項目 5 . 規律 ・ 礼儀
項目 6 . 社会貢献 ・ 交流
項日 7 . 演奏 ・ 技術面
項目 8 . 音楽愛好心
項日 9 . 聞き手 ・ 聴衆
項日10. その他
1
8
3
3
9
0
0
10
0
 
(7 ) 部活動参加の位 I づけ
100 - - 67 _ _ _ - _ _ ,, _ _ _ ・申学校口高校・ 計
( 8 ) 吹奏楽部の活動の目的について、 ご自身のお考え
を記入してく ださい。(表 7 )
( 8 ) は、 顧問が考える 「吹奏楽部の活動目的」 につ
いて自由記述により回答を求めたものである。 その結果、
171名中155名の回答が得られた。 それらについてKJ法
の手法を使って、 すべての記述内容を一文一義により キー
ワード化し、 仕分けを行った。 実例と して、 その一部を
以下に掲載する (但し、 →印の左が原文、 右がキーワー
ド化さ れたものである)。
・ 音楽を通じた人間形成 → 人間形成
・ 地域との交流、 音楽を愛好する心情の育成 → 地域
との交流、 音楽を愛好する心情の育成
・ 音楽活動を通して社会性と協調性を育み、 音楽を愛
する心を育てる → 社会性の育成、 協調性の育成、 音楽
を愛する心の育成
・ 部活動を通して人間関係を学び礼儀を身に付け、 そ
して音楽を楽しむ → 人間関係の学び、 礼儀を身に付け
る、 音楽を楽 しむ
・ 豊かな人間性や社会性の育成 → 人間性の育成、 社
会性の育成
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以下に各項目別の仕分け結果を掲載する (但し、 代表
的なもののみとする)。 パーセントは全回答者数155名に
対する記述数の割合である。( ) 内の数字は同一内容
の記述総数である。(以下、 同じ) 
項目 1 . 人間 ・ 人格形成、 情操教育
項目 1 は81個の記述があった (全体の52.3%)。 人間
形成 (16) 、 人間性の育成 (13) 、 人格形成 (11) 、 人と
しての成長 ( 9 )、 人間教育 ・ 人間的成長( 5 )、 人づく
り ( 4 )、 情操を養う ( 4 )、 心の成長 ( 4 ) 、 一人ひと
りの個性を伸ばす ( 3 )、 人間力の育成 ( 2 )、 心を豊か
にする ( 2 )、 生きる力を養う ( 2 )、 心身の健全な育成
( 2 )、 人と して大切なこ と を学ぶ、 いい人になる
項日 2 . 主体性 ・ 自己実現
項目 2 は10個の記述があった (全体の6.5%)。 自己実
現の場 ( 3 )、 自立した大人を育てる( 2 )、 主体性の向
上
項目 3 . 努力 ・ 練習過程
項目 3 は29個の記述があった (全体の18.7%) 。 心身
を鍛える ( 5 )、 努力する心の育成( 5 )、 忍耐力 ・ 根気
の育成 ( 4 ) 、 チャレンジする姿勢( 2 ) 、 一生懸命打ち
込むことの大切さを養う ( 3 )、 向上心の育成 ( 2 )、 目
標達成の喜びを体験させる ( 2 ) 、 夢を持ち叶えよう と
する過程を体験する場、 音楽活動やそれに至るまでの過
程
項目 4 . 集団 ・ 協調性、 社会性
項目 4 は84個の記述があった (全体の54.2%)。 社会
性の育成 (14) 、 協調性の育成 (10) 、 他者を思いやり気
遺う心の育成 ( 9 )、 協力する気持ちの育成( 8 )、 仲間
づく り ( 7 )、 望ましい集団活動 ・ 集団意識( 7 )、 人間
関係づ く り ・ 人間関係の学び( 5 ) 、 コ ミ ュニケーシ ョ
ン力を高める ( 4 )、 集団による音楽づく り ( 4 )、 異学
年との交流 ( 3 )、 団結心の育成 ( 3 )、 チームワーク精
神の育成 ( 3 )、 仲間同士の高め合い
項目 5 . 規律 ・ 礼儀
項日 5 は18個の記述があった (全体の11.6%)。 挨拶 ・ 
礼儀などを身に付ける ( 9 ) 、 ルール ・ マナーを身に付
ける ( 7 ) 、 基本的な生活習慣を身に付ける、 上下関係
を知る
項目 6 . 社会貢献 ・ 交流
項目 6 は 6 個の記述があった (全体の3.9%)。 奉仕の
心を育てる ( 2 )、 地域貢献 ( 2 )、 地域との交流、 社会
貢献の心の育成
項目 7 . 演奏 ・ 技術面
項目 7 は17個の記述があった (全体の11.0%) 。 演奏
技術の向上 ( 8 ) 、 音楽性を養う ( 2 ) 、 より良い演奏
( 2 )、 吹奏楽を追求する、 基礎基本を養う、 より質の高
い音楽活動、 美しい音や音楽を追究していく
項目 8 . 音楽愛好心
項目 8 は38個の記述があった (全体の24.5%)。 音楽
を愛好する心の育成 (14) 、 音楽 (吹奏楽) を楽しむ
(12) 、 音楽の喜びを知る ( 4 ) 、 音楽好きな子供の育成
( 2 ) 、 音楽を楽 しみ感動する心を育てる、 さ らに先に
(高校) つながる活動
項目 9 . 聞き手 ・ 聴衆
項目 9 は 4 個の記述があった (全体の2.6%)。 人に感
動を与える音楽 ( 2 ) 、 聞き手に楽しんでも らい充実感
を得る、 お客様に楽 しんでも らえる音楽の追究
項目10. その他
項目10は 8 個の記述があった (全体の5.2%)。 校内で
音楽活動をしたい生徒の場、 校内の音楽活動の幅を広げ
る、 人の心に幸せや潤いを与える場、 教育活動の一環、
学校教育の一部、 余暇の活用、 音楽は国や世代を超えて
心を伝える 「こ とばだ」 という こ と を理解させる、 決し
てやりすぎないこ と
表 7 吹奏楽部活動目的 
'0 0' 
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IV 考察
「基本データ」 の( 1 ) ~ ( 4 ) の集計結果から、 本
調査の回答者数が少ないとはいえ、 「所在地」 「公私」
「校種」、 そして 「学校規模」 について、 概ね偏りがなかっ
たといえる。 ただし、 校種については小学校が少なく 、
小学校のみを対象と した分析を行う ことは差し控えた。
( 5 ) 「部活動数」 に関して、 特に中学校文化部の設
置数の平均が極めて低いこ とが見て取れる。 中学校文化
部の設置数についてさ らに細かく 見ていく と、 多 く の学
校が 2 ~ 4 団体に集中しているこ とが、 表より読み取る
こ とができる。 中学生にと って、 運動部以外の部、 つま
り文化部を選択するこ とがかなり限定的となっているこ
とがう かがえる。
( 6 ) 「校内の音楽系部活動の種類」 では、 本調査が
吹奏楽部顧問を対象と した調査であるこ とから、 ほぼす
べての学校に吹奏楽部が存在していたのは当然の結果で
あった ( 1校のみ 「吹奏楽+ 弦楽」)。 一方、 中学校の合
唱部を見てみると、 設置数では2 番目に多い位置にある
が、 1 番目の吹奏楽部の 1 割程度の数であった。 そもそ
も文化部の種類が少ない状況を見て取るこ とができた
(文化部の種類は、 平均3.5) 。 さらにいう と、 中学生に
と って、 部活動と して音楽を希望する際、 その選択肢は
ほぼ吹奏楽部のみであるという 現状が明らかとなった。
( 7 ) 「部活動参加の位置付け」 では、 中 ・ 高校いず
れも、 概ね1 / 3 の学校が原則全員加入と している実態
が示された。 こ れは、 部活動が学校教育において、 教育
の場と して重要な位置付けにあるこ と を示唆するもので
ある。 と同時に、( 5 ) ( 6 ) を踏まえると、 生徒の選択
肢が限られた中での全員加入という実態もう かがえる。 
さ らにいえば、 中学校において音楽活動に積極的に関わ
り たい生徒、 あるいは運動部からの回避の受け皿と なる
のは、 その大部分が吹奏楽部であるという こ と も明らか
と なっ た。
( 8 ) 「吹奏楽部の活動目的」 に関して、155名の回答
のすべての記述内容を一文一義により仕分けした結果、
295個の内容を取り出すことができた。 1 人平均1.9個で
あった。 部活動に対して複数の目的を掲げて指導に当たっ
ている教員が多いという 現状が浮き彫り になった。 これ
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学校吹奏楽部の活動に関する実態調査 ( 1 ) 
ら295個の記述をその意味内容別に仕分け し、 それぞれ
のグループにタイ ト ルを付 した。 その結果、3 つの大項
目、 2 つの中項目、 そして10の小項目に仕分けすること
ができた。 その内容は下記表8 の通り である。 
表 8 活動目的仕分け項目
大項目 中項目 小項目 
1 . 人格形成に関する内容 
1 . 人格形成に関する内容 
1 . 人格 ・ 人間形成、 情操教育 
2 . 主体性 ・ 自己実現 
3 . 努力 ・ 練習過程 
2 . 社会性に関する内容 
4 . 集団 ・ 協調性、 社会性 
5 . 規律 ・ 礼
6 . 社会貢献・ 交流 
2 . 演奏 ・ 技術に関する内容 7 . 演奏 ・ 技術面 
3 . 上記以外の内容 
8 . 音楽愛好心 
9 . 聴き手・ 聴衆 
10. その他 
上記に見る通り、 ( 8 ) の自由記述による 「吹奏楽部
の活動目的」 の内容が、 考えられう るほぼすべての側面
をカバーしているといえる。 今回のア ンケート調査にご
協力 く ださ ったのは、171名 (内、 自由記述の回答者は
155名) という 、 それ程、 多 く ない数であったが、 ほと
んどの顧問教員が活動に対する確固たる目的意識を持っ
ているこ とが明らかとなった。
吹奏楽部顧問教員が考える活動目的の中身について見
てみると、 「人間 ・ 人格形成、 情操教育」 と 「集団 ・ 協
調性、 社会性」、 そして 「努力 ・ 練習過程」 に関わる記
述が圧倒的に多かった。 一方、 「音楽愛好心」 の育成や
「演奏 ・ 技術面」 に関する記述数は、 我々の予想を下回
る結果と なった。 音楽活動の本来的な目的と もいえ る
「音楽への愛好心」 や 「演奏 ・ 技術面」 より も 「人間性、
社会性」 などに関する教育的効果への期待が大変高いこ
と をう かがわせる結果と なった。
吹奏楽活動を組織 ・ 運営するために必要と される多種
な楽器の専門知識、 膨大な備品管理 ・ 維持費、 多数の部
員への多様な指導など、 吹奏楽部を取り巻く 環境は厳し
いものがある。 それにも拘らず、 我が国において吹奏楽
が部活動と して広く普及している理由の1 つと して、 指
導教員の吹奏楽部の活動目的 (教育的効果への期待) が
存在しているといえるのである。 
おわりに
我々は、 6 月下旬に共同研究に取り組むこ とに意見の
一致をみて、 早速、 本調査研究に着手した。 7 月上旬に
テーマを決定し、 学校吹奏楽部の活動状況に関するアン
ケート調査をするこ と と した。 その目的は、 まずは学校
吹奏楽部の現状について事実認識を深めるこ とであった。 
その調査を踏まえて、 我々は 「学校吹奏楽部の望ましい
姿、 標準的な姿」 について、 あるモデルを提示したいと
願っている。 そのモデルを1 つの物差 し と して、 それぞ
れの学校の指導者が自分の学校の吹奏楽部を 自己診断す
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ることができれば、 活動の方向性が明確になると期待し
ているからである( しかし、 そう いう 標準的なものは存
在 しないかも し れない) 。 そ して我々は、 最終的には、
学校吹奏楽部の活動状況について、 その内容を診断する
レーダーチ ャート を作成したいと考えている。
そう した遠大な計画のもと着手した本研究であったが、
アンケート の回収に思いの外、 手間取ってしまった。 ア
ンケート返送の期限は、2013年 8 月末であったが、 実際
には9 月末まで回収が伸びてしまったのである。 時間的
制約と枚数制限の両面により、今回は本調査の 「基本デー
タ」 を中心に論述するこ と を余儀なく された。
学校業務が多忙な中、 アンケート調査にお答えく ださっ
た先生方に深く 感謝申し上げると共に、 調査研究が緒に
就いたこ と を少しでも早く お知らせする責任を、 我々は
強く 感じている。 その意味において、 本小論は重要な位
置を占めていると実感している。 我々は引き続き、 本調
査研究を継続させなければならない。 
注
1 . 文部科学省 学校教員統計調査 一平成22年度 (確定
値) 結果の概要一
http://www.mext.go jp/b_menu/toukei/chousa01/kyouin/ 
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